




要約:先天性副腎過形成(CAH)の新生児スクリーニングで、検体中の170H-Progesterone(170HP)

濃度を直接法で測定すると、CAH患児以外でも高値を示す例がみられる。これらは未熟児、

あるいは何等かの原因でストレスにさらされている新生児である。これらの新生児をCAHと

鑑別するためには、抽出法による170HP濃度の測定、170HP/Cortiso1による判定が用いられて

いる。しかし、前者では充分に疑陽僅を鑑別できないし、後者は現時点では一般に広く用い

ることができない。そこで我々は、濾紙検体を高速液体クロマトグラフィー(HPLC)で分画し

たのちに170HP濃度をELISAで測定し、濾紙血中の170HP濃度を正確、簡便に測定する方法

を確立した。本法を用いれば、血液濾紙検体だけからCAHの正確な診断が可能である。 

 


